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令和４年度　事業計画及び予算

高齢者が活躍する場づくり助成金について

地域共生社会の実現に向けたネットワーク活動の充実・強化を目指して

福祉サービス第三者評価 令和3年度受審施設のご紹介
秋田県SDGsパートナー（第３期）に登録されました

皆様の善意

“職場紹介リレー”幼保連携型認定こども園しゃろーむ（北秋田市）

シリーズ“社協のいま”八郎潟町社会福祉協議会
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く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
労
働

人
口
の
減
少
が
急
速
に
進
む
本
県
に
お

い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
不

可
欠
な
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
育

成
・
定
着
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

資
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
予
防
の
充
実
に

向
け
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
全
国
各
地
で
大
規
模
か
つ
広
域
的
な

自
然
災
害
が
頻
発
す
る
中
で
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
や
災
害
派
遣
福

祉
チ
ー
ム
に
よ
る
被
災
者
・
世
帯
へ
の

支
援
活
動
の
重
要
性
が
増
し
て
お
り
、

行
政
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
て
こ
う
し
た
活
動
に
携
わ
る
人
材

の
確
保
・
養
成
等
、
災
害
支
援
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
特
に
本
年
は
、
本
会
が
設
立
さ
れ
て

70
年
の
節
目
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
た
な
事
業
や
活

動
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
秋
田
県
地
域
福
祉
活
動
計
画
は
５
年

目
を
迎
え
、
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
と
も
に
つ
な
が
り
　
支
え
合
う
　
ぬ

く
も
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
幸
せ
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

行
政
や
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
法
人
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
関

係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
住
民
の
地
域
福
祉
活
動
へ

の
参
加
を
促
進
し
な
が
ら
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
及
び
県
に
お
い
て
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
原
動
力
と
し
た
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
本
会
に
お
い
て
も
、
こ
う
し

た
動
き
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
令
和

２
年
度
に
改
訂
し
た
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
基
づ
き
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
本
会
の
役
割
・
使
命
の
発
揮

に
努
め
、
県
内
の
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
６
月
に
改
正
さ
れ
た
社
会

福
祉
法
を
受
け
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
」が
、令
和
３
年
４
月
か
ら
開
始
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
事
業
が
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
こ
れ
ま
で
本
会
が
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
き

た
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業

の
考
え
方
と
一
致
し
て
お
り
、
市
町
村

行
政
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
包
括
的
な
支
援
体

制
を
整
備
し
、
地
域
福
祉
推
進
体
制
の

強
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
更
に
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
福
祉

活
動
を
展
開
す
る
意
識
の
醸
成
や
こ
う

し
た
活
動
に
新
た
に
参
画
す
る
人
材
の

発
掘
・
養
成
が
重
要
で
あ
り
、
福
祉
教

育
を
含
め
、
取
組
の
強
化
を
図
っ
て
い

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
は
未
だ
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
、感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
社
会
経

済
活
動
の
制
限
が
長
期
化
す
る
な
ど
そ

の
影
響
は
多
方
面
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、地
域
に
お
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
人
と
人
が
つ
な
が

る
場
や
機
会
が
減
少
し
、
社
会
的
孤
立

や
虐
待
等
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
感
染
予
防
を
図
り
な
が
ら
高
齢
者

や
障
害
者
、子
ど
も
、そ
し
て
生
活
に
困

窮
す
る
人
々
を
支
え
る
取
組
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、経
済
的
な
支
援
を
要
す
る

人
々
へ
の
生
活
福
祉
資
金
（
緊
急
小
口

資
金
、
総
合
支
援
資
金
）
の
特
例
貸
付

は
、本
県
に
お
い
て
は
、本
年
５
月
末
時

点
で
約
３
千
６
百
件
、
９
億
円
を
超
え

る
決
定
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
と
も
に
つ
な
が
り

　支
え
合
う

　ぬ
く
も
り
と

　
　笑
顔
あ
ふ
れ
る

　幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
と
と
も
に
労
働

人
口
の
減
少
が
急
速
に
進
む
本
県
に
お

い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
不

可
欠
な
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
育

成
・
定
着
を
図
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

資
す
る
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
や
、
健

康
寿
命
の
延
伸
、
介
護
予
防
の
充
実
に

「
と
も
に
つ
な
が
り

　支
え
合
う

　ぬ
く
も
り
と

「
と
も
に
つ
な
が
り

　支
え
合
う

　ぬ
く
も
り
と

　
　笑
顔
あ
ふ
れ
る

　幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
４
年
度 

事
業
計
画
及
び
予
算

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
情
勢

本
会
の
活
動
の
方
向
性

今
年
度
の
活
動
方
針
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令和4年度 事業計画 －重点事業と具体的な取組－

1

基本
方針

地域共生の仕組みづくり　－地域福祉トータルケアの推進－

●福祉教育の推進に向けた検討
　本県の福祉教育の推進に資することを目的に、地域福祉推進委員会の専門委員会
として福祉教育推進検討委員会（仮称）を開催し、福祉教育の普及と実践の方策を
検討します。
●市町村における権利擁護支援体制の整備
　国の第２期成年後見制度利用促進基本計画に基づき、県や関係機関・団体と連携
して、市町村における権利擁護支援の体制整備を総合的に支援する「成年後見制度
利用促進事業」に取り組みます。また、日常生活自立支援事業の利用拡大を図りつ
つ、権利擁護センターの設置や法人後見実施に向けた市町村社会福祉協議会の取組
を推進するモデル事業を実施します。
●子どもの貧困問題に取り組む団体等のネットワーク活動の充実
　社会的な孤立や貧困問題への対応の一環として、県内の子どもの貧困問題に取り
組む団体等のネットワーク活動を通して、誰一人として排除されない「社会的包
摂」の地域づくりに取り組みます。
●種別協議会・団体との連携・協働による地域福祉推進委員会の機能強化
　県民の多様な生活福祉課題や社会福祉法人・施設の運営上の課題の解決に向け
て、地域福祉推進委員会における関係機関や団体との連携・協働によるネットワー
クを強化するとともに、本県を取り巻く様々な福祉課題の調査・研究活動を通じて
積極的に提言活動を行います。

2

基本
方針

福祉サービスの基盤づくり
　　　　　－働きやすくやりがいの感じられる職場づくりの推進－

●福祉人材の確保とマッチングの促進
　無料職業紹介機能の一層の強化と継続的な求人・求職開拓、福祉・介護の仕事へ
の新規就労を希望する求職者の開拓に取り組みます。
●介護職参入促進事業の実施
　就労意欲の高い元気な中高年齢者の世代や子育てを終えた主婦層等を福祉・介護
分野の就労に繋げるための「介護の入門的研修」等の事業を実施します。
●中学生の福祉の仕事セミナー等の実施
　福祉・介護の仕事に対する若年層の理解を深めるため、中学校の生徒や教職員・
保護者等を対象に事業所の若手職員などの協力を得て福祉の仕事の魅力を分かりや
すく伝える「中学生の福祉の仕事セミナー」を開催するとともに、福祉系大学等の
教員による個別面談や事業所見学を行う「高校生の福祉の進路ガイダンス」や中学
生・高校生等を対象にした「介護の職場体験事業」を実施します。
●介護福祉士修学資金等貸付事業・保育士修学資金貸付事業の実施
　介護福祉士修学資金、介護福祉士実務者研修受講資金及び保育士修学資金等の各
貸付事業を継続するとともに、昨年度に創設された福祉系高校修学資金及び介護福
祉・障害分野就職支援金貸付事業の一層の制度周知と利用促進により、県内におけ
る福祉・介護人材の確保と定着を図ります。
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●福祉保健従事者研修の充実
　県から受託している福祉保健研修の充実を図るほか、自主企画研修として研修
ニーズに基づき認知症介護に関する研修などを実施し、社会福祉事業従事者の専門
性の向上と質の高い福祉サービスを提供する人材育成に努めます。



3

基本
方針

組織・経営基盤の強化

●会員制度の周知と会員拡大、会員サービスの充実
　市町村社協や社会福祉施設をはじめとする関係機関・団体等と連携しながら全県
の地域福祉を総合的に推進するため、積極的に会員の拡大を図るとともに、本会
ホームページ、メールマガジンを通じた情報提供、研修受講料の割引きなどによる
会員サービスの充実に努めます。
●秋田県社会福祉会館利用者の拡大
　秋田県社会福祉会館の指定管理者として、新型コロナウイルスなどの感染症対策
を講じるとともに、建物の経年劣化に対応する修繕が計画的に実施されるよう県と
協議することにより、会館利用の拡大と県民が安全に安心して利用できる環境整備
に努めます。

令和4年度 一般会計・生活福祉資金会計予算

事業計画・収支予算の詳細は、本会ホームページ（組織概要）をご覧ください。
※予算額は、資金収支予算書における事業活動・施設整備等・その他の活動による各支出の合計額を表示しています。

【一般会計】

【生活福祉資金会計】

（単位：千円）

（単位：千円）

事業・拠点区分名
社会福祉事業
1　法人運営事業
2　地域福祉トータルケア推進事業
3　高齢者の生きがい・健康づくり推進事業
4　高齢者相談支援事業
5　介護実習事業
6　介護サービス情報公表事業
7　福祉保健人材センタ－事業
8　福祉施設経営推進事業
9　寄附・募金活動事業
公益事業
1　秋田県福祉保健研修センター事業 
2　修学等貸付事業
収益事業
1　秋田県社会福祉会館管理運営事業
2　厚生事業
　　　　　　　　　合　計

462,286
96,618

164,094
19,759
24,523
27,920
24,634
48,153
21,354
35,231

353,149
24,306

328,843
91,897
77,022
14,875

907,332

459,591
114,637
165,218
19,670
22,995
37,436
24,282
49,161
21,067
5,125

275,238
24,696

250,542
89,137
77,021
12,116

823,966

2,695
△ 18,019
△ 1,124

89
1,528

△ 9,516
352

△ 1,008
287

30,106
77,911
△ 390

78,301
2,760

1
2,759

83,366

令和4年度予算額※ 令和3年度当初予算額 比較増減

会計区分名
1　生活福祉資金会計
2　生活福祉資金貸付事務費会計
3　要保護世帯向け不動産担保型生活資金会計
4　臨時特例つなぎ資金会計

370,875
257,190

3,002
677

201,195
87,241
3,002

677

169,680
169,949

0
0

令和4年度予算額※ 令和3年度当初予算額 比較増減
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地
域
で
活
躍
す
る
高
齢
者
を
増
や

し
、地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活
性
化

等
に
向
け
て
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

場
を
創
出
・
拡
大
す
る
た
め
、地
域
活

動
に
取
り
組
む
人
材
の
養
成
や
活
躍

の
場
づ
く
り
に
資
す
る
活
動
を
実
施

し
て
い
る
団
体
に
対
し
て
活
動
費
用

を
助
成
し
ま
す
。


助
成
対
象
事
業

　
高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
活

動
又
は
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
実
施

す
る
活
動
で
、こ
れ
か
ら
新
た
に
実
施

す
る
次
の
活
動

ア
　
人
材
発
掘
・
養
成
に
係
る
活
動

イ
　
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
活
動


助
成
対
象
団
体

　
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
団
体

ア
　
活
動
目
的
等
を
定
め
た
規
約
又

は
会
則
を
有
し
、
事
業
計
画
や
会

計
収
支
が
明
確
で
あ
る
こ
と

　（
法
人
格
の
有
無
は
問
わ
な
い
）

イ
　
県
内
に
活
動
基
盤
を
有
す
る

こ
と

ウ
　
継
続
的
な
活
動
が
行
わ
れ
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と


助
成
限
度
額

ア
　
人
材
発
掘
・
養
成
に
係
る
活
動

10
万
円

イ
　
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
活

性
化
に
資
す
る
活
動

20
万
円


募
集
期
間

令
和
４
年
７
月
１
日（
金
）か
ら

７
月
22
日（
金
）ま
で

●
能
代
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
地
域
高
齢
者
の
活
動
促
進
と
　

フ
レ
イ
ル
予
防

●
飯
島
地
域
も
り
あ
げ
隊

　
初
心
者
サ
ー
ク
ル
活
動
体
験
教
室

●
保
呂
羽
地
区
自
治
会

　
山
菜
部
会
保
呂
羽
山
菜
部
会
　

加
工
品
拡
充
事
業

●
船
岡
い
き
い
き
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
宇
津
野
健
康
け
ん
玉
教
室

●
羽
後
町
社
会
福
祉
協
議
会
仙
道
支
会

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
！

み
ん
な
が
活
躍
で
き
る
サ
ロ
ン
事
業

こ
れ
ら
を
含
む
計
９
団
体
に
助
成

高齢者が活躍
する場づくり

助成金に
ついて

令
和
３
年
度
助
成
対
象
事
例
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本
会
が
平
成
29
年
度
に
市
町
村
社
協

を
対
象
に
「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
の
状
況
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
主
に
次
の
４
点
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

・
　
障
害
者
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
情
報

は
行
政
が
把
握
し
て
お
り
、
社
協
だ

け
で
対
象
者
の
情
報
を
把
握
す
る
の

は
難
し
く
、
行
政
、
社
協
、
民
生
委

員
な
ど
の
関
係
機
関
で
共
有
可
能
な

個
人
情
報
が
限
ら
れ
る
。

・
　
社
協
以
外
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
等
が
有
す
る
情
報
の
共
有
が
難
し

い
。

②
担
い
手
の
確
保

・
　
民
生
委
員
や
福
祉
（
協
力
）
員
の

高
齢
化
や
活
動
に
負
担
を
感
じ
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
担
い

手
が
不
足
し
て
い
る
。

・
　
近
隣
住
民
の
関
係
希
薄
化
に
よ
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
員
の
な
り
手
が

い
な
い
。

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
理
解
不
足

・
　
地
域
住
民
に
よ
る
互
助
の
関
係
性

が
乏
し
い
ほ
か
、
対
象
者
本
人
か
ら

見
守
り
等
の
関
わ
り
を
拒
否
さ
れ
る

　
本
県
で
は
、「
一
人
の
不
幸
も
見
逃
さ

な
い
」を
合
言
葉
に
、昭
和
55
年
度
か
ら

県
内
各
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下「
市
町
村
社
協
」と
い
う
。）が
実
施
主

体
と
な
り
、民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以

下「
民
生
委
員
」と
い
う
。）の
協
力
の
も

と
日
常
生
活
に
不
安
や
心
配
ご
と
を
抱

え
る
人
を
地
域
で
見
守
り
、
支
援
す
る

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
（
以
下

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」と
い
う
。）を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
主
に
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で

は
単
身
高
齢
者
や
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
、
障
害
者
や
ひ
き
こ
も
り
に
あ
る
人

の
顕
在
化
、
複
合
的
な
問
題
を
抱
え
る

世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、地
域
で「
気

に
な
る
人
」も
対
象
に
加
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
11
年
の
社
会
福
祉
基
礎

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
充
実
・
強
化
を
目
指
し
て

取
組
の
背
景

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
検
討
委
員
会
の
報
告
か
ら

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
課
題

　
こ
う
し
た
背
景
や
課
題
を
踏
ま
え
、

本
会
で
は
令
和
２
年
度
に
「
小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
委
員
長
に
、
文
京
学

院
大
学  

人
間
学
部
人
間
福
祉
学
科  

中
島
修
教
授
に
就
任
い
た
だ
き
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
活
動
の
課
題
の
解
決
に
向
け

た
方
策
と
、
活
動
の
充
実
・
強
化
に
向

け
た
具
体
の
取
組
に
つ
い
て
、
２
年
間

に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
整
理
し
た
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

検
討
委
員
会
の
設
置
、
報
告
の
概
要

構
造
改
革
に
よ
り
、
措
置
か
ら
契
約
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
仕
組
み
に

変
わ
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
の
個
人

情
報
保
護
法
の
全
面
施
行
に
よ
り
、
支

援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の
情
報
を
共

有
す
る
た
め
に
本
人
の
同
意
が
必
要
に

な
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。加
え
て
、市
町
村
合
併
に
よ
り

自
治
体
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
地
域

で
は
、
合
併
前
の
旧
市
町
村
単
位
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
進
め
方
が
異
な

る
な
ど
、
活
動
自
体
に
地
域
差
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
改
正
社
会
福
祉
法
で

は
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

問
題
を「
我
が
事
」と
し
て
捉
え
、
住
民

相
互
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
理
念
と
し

て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
必
要

性
・
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
必
要

性
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

・
　
行
政
や
他
の
関
係
機
関
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
が
認
知
さ
れ
て
い
な

い
。

④
対
象
者
の
増
加
等

・
　
「
団
塊
の
世
代
」
の
高
齢
化
に
よ

り
単
身
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
ほ

か
、
ひ
と
り
親
世
帯
、
若
年
障
害
者

や
ひ
き
こ
も
り
、
家
庭
内
で
孤
立
す

る
人
が
い
る
世
帯
な
ど
の
対
象
者
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
う
し
た

世
帯
等
を
把
握
す
る
手
段
が
な
い
。
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①
　
災
害
対
策
基
本
法
で
市
町
村

に
作
成
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

の
情
報
を
共
有
す
る
。

②
　
各
種
相
談
支
援
機
関
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
ほ
か
、地
域

の
商
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、郵
便
局
や

金
融
機
関
等
が
把
握
し
て
い
る

「
気
に
な
る
人
」
の
情
報
を
共
有

す
る
。

③
　
社
協
が
実
施
す
る
各
種
事
業

等
を
通
じ
て
「
気
に
な
る
人
」
を

把
握
す
る
。

❶
　
市
町
村
に
対
し
て
、
名
簿
掲
載
者

の
範
囲
の
拡
大
、
社
協
や
民
生
委
員

等
と
の
情
報
共
有
、
そ
の
際
に
本
人

同
意
を
不
要
と
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
働
き
か
け
る
。

❷
　
各
相
談
支
援
機
関
が
把
握
す
る

「
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
」の
情
報
を

共
有
す
る
た
め
の「
連
携
シ
ー
ト（
仮

称
）」や
、地
域
住
民
や
地
元
企
業
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
等
が
「
気
に
な

る
人
」
の
情
報
を
社
協
と
共
有
す
る

た
め
の「
情
報
提
供
シ
ー
ト（
仮
称
）」

を
整
備
す
る
。

❸
　
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
等
の
人
間

関
係
を
見
え
る
化
す
る
た
め
、
町
内
会

単
位
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

対
象
者
の
情
報
把
握
に
つ
い
て

１
具
体
の
取
組
例

①
　
民
生
委
員
の
負
担
軽
減
・
充

足
率
向
上
の
取
組
や
福
祉
（
協

力
）員
の
配
置
を
促
進
す
る
。

②
　
地
域
の
社
会
福
祉
法
人
に
よ

る
公
益
的
な
取
組
と
し
て
の
活

動
を
促
進
す
る
。

③
　
警
備
会
社
に
よ
る
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
機
器
等
の
利
用
と

連
携
を
促
進
す
る
。

❶
　
民
生
委
員
が
活
動
し
や
す
い
仕
組

み
や
環
境
づ
く
り
の
推
進
と
、
福
祉

（
協
力
）員
の
活
動
の
見
直
し
と
全
市

町
村
へ
の
配
置
を
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
支
え
る
側
・
支
え
ら
れ
る
側

に
分
け
な
い
住
民
相
互
の
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

❷
　
秋
田
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協

議
会
が
実
施
す
る
「
秋
田
県
地
域
公

益
活
動
事
業
」
を
通
じ
た
見
守
り
活

動
の
取
組
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

市
町
村
社
協
が
中
核
的
な
役
割
を
担

い
、地
域
の
社
会
福
祉
法
人
と
連
携
・

協
働
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
促
進
す
る
。

❸
　
警
備
会
社
に
よ
る
緊
急
通
報
サ
ー

ビ
ス
で
は
、緊
急
時
以
外
の
近
隣
住
民

や
社
協
と
の
関
わ
り
が
希
薄
で
あ
る

担
い
手
の
確
保
等
に
つ
い
て

2
具
体
の
取
組
例

❶
　
市
町
村
へ
個
別
避
難
計
画
の
作
成

を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
平
時
か

ら
の
見
守
り
活
動
に
よ
る
活
用
を
促

進
す
る
。

❷
　
地
域
ケ
ア
会
議
や
支
援
調
整
会
議

等
に
多
様
な
関
係
者
の
参
画
を
呼
び

か
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
と

し
て
位
置
づ
け
る
。

❸
　
情
報
管
理
ソ
フ
ト
や
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
等
の
導
入
と
、
そ
の
活
用
に

よ
る
情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り
に

向
け
て
、
モ
デ
ル
事
業
等
に
よ
り
効

果
等
を
検
証
す
る
。

具
体
の
取
組
例

❶
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
・
配
付
す
る
と
と
も

に
、
既
存
の
見
守
り
活
動
と
の
連
携

に
つ
い
て
市
町
村
等
と
協
議
す
る
。

❷
　
行
政
機
関
や
社
会
福
祉
法
人
、
地

域
住
民
の
ほ
か
、
地
域
ケ
ア
会
議
や

支
援
調
整
会
議
等
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
の
広
報
啓
発
を
図
り
、
理
解
と

協
力
を
求
め
る
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
が
重
要
な
役

割
を
担
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
市
町
村
行
政
や
関
係
機

関
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

市
町
村
社
協
と
連
携
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

具
体
の
取
組
例

今 

後 

に 

向 

け 

て

た
め
、個
人
情
報
共
有
の
あ
り
方
を
含

め
た
連
携
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

①
　
災
害
対
策
基
本
法
で
市
町
村

に
努
力
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る

「
個
別
避
難
計
画
」
の
作
成
を
促

進
す
る
。

②
　
既
存
の
会
議
体
を
活
用
し
た

多
機
関
・
多
職
種
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
の
開
催
を

促
進
す
る
。

③
　
対
象
者
情
報
の
一
元
化
や
デ

ジ
タ
ル
化
を
促
進
す
る
。

行
政
・
相
談
支
援
機
関
と
の

情
報
共
有
に
つ
い
て

3

①
　
行
政
等
が
行
う
既
存
の
見
守

り
等
の
仕
組
み
と
の
連
携
を
促

進
す
る
。

②
　
行
政
や
社
会
福
祉
法
人
、地
域

の
企
業
等
に
対
す
る
活
動
の
周

知
を
図
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の

理
解
促
進
に
つ
い
て

4
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社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
に
は
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人
の
立
場
に
立
っ

た
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、そ

の
実
現
に
向
け
た
自
己
評
価
を
行
う
等

の
措
置
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
客

観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る
「
福
祉

サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機
関
」と
し
て
、

施
設
・
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
を
図
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
に
本
会
の
第
三
者
評
価

を
受
審
し
た
施
設
・
事
業
所
の
評
価
結

果
の
概
要
等
を
紹
介
し
ま
す
。全
文
は

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
度
分
の
申
込
受
付
は
締
め

切
り
ま
し
た
が
、受
審
に
向
け
て
の
ご
相

談
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。ま

た
、事
業
に
関
す
る
資
料
や
見
積
り
も
無

料
で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
の
で
、左
記

ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福祉サービス
第三者評価

令和３年度

受審施設の
ご紹介

問
合
せ
先

総
務
企
画
部
　
企
画
情
報
担
当

Ｔ
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福祉型障害児入所施設

東山学園（鹿角市）

評価の高い点

　入所前の施設見学の段階から、利用者本人
や家族の希望、気持ちを丁寧に聞き取り、退
所後の生活を見据えて支援ができるよう細や
かな配慮がされている。
　積極的にティーチプログラムを学ぶ等、長
年にわたり自閉症支援に真摯に取り組んでお
り、利用者が安心できる環境を整備する姿勢
が脈 と々続いている。

改善が求められる点

　苦情・相談に基づく改善・対応
がなされているが、公表方法の
工夫が期待される。

受審
３回目

東山学園
評価結果

多機能型事業所（就労継続支援 B型・生活介護）

指定障がい福祉サービス事業所 愛仙（仙北市）

評価の高い点

　利用者一人ひとりに合う作業ができるよ
う、地域の企業や関係機関の協力を得て地域
の産業に関わる業務を受注し、多様な仕事に
取り組めるようにしている。
　利用者の希望に応じて一般就労に向けた取
組も行っており、関係機関と連携した就労支援
や、就労後のアフターケアなどを行っている。

改善が求められる点

施設からのコメント

　経営課題や問題点の解決・改善に向けた具体
的な取組と、実施状況を評価できる内容を含ん
だ中長期計画を策定することが望まれる。

初回
受審

愛仙評価結果

障害者支援施設

東山学園（鹿角市）

評価の高い点

　利用者がそれぞれの個性や生活リズムに
沿った生活を送れるよう、設備を追加したり、
機器等を活用するなど、きめ細やかな支援が
されている。
　職員の気づきを支援に活かす取組がされて
いる。利用者の課題の解決に向けて、職員が
日頃の観察に基づいてアイデアを出し、利用
者とともに試行錯誤を重ねている。

　
秋
田
県
で
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

組
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、

登
録
を
受
け
た
県
内
企
業
等
の
連

携
を
促
進
し
、企
業
価
値
の
向
上
、

競
争
力
の
強
化
等
を
通
じ
た
県
内

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
及
び

持
続
可
能
な
地
域
・
社
会
づ
く
り

に
向
け
た
活
動
の
拡
大
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
秋
田
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー
登
録
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。　

改善が求められる点

　苦情・相談に基づく改善・対応
がなされているが、公表方法の
工夫が期待される。

受審
３回目

東山学園
評価結果

　改善を求められた点については、十分検討
を行った上で改善していきたい。高く評価して
いただいた点については、今後更なる資質向
上に努めていきたい。
　職員全員で結果について意見
交換しながら、更に安心・安全、
よりよいサービスが提供できる
よう努めていきたい。

秋
田
県
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

パ
ー
ト
ナ
ー（
第
３
期
）

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
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◎
ご
寄
附
◎
　

　
●
東
北
バ
ル
ブ
株
式
会
社
　
様

５
０
０
，
０
０
０
円

　
●
株
式
会
社
男
鹿
水
族
館
　
様

１
６
６
，
８
９
０
円

　
●
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
　
東
北
支
社
　
様

２
４
０
，
０
０
０
円

　
●
匿
　
名
　
様

１
０
，
０
０
０
円

　
●
東
洋
羽
毛
北
部
販
売
株
式
会
社
　
様

３
０
０
，
０
０
０
円

◎
物
品
預
託
等
◎

　
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
　
様

　
　
《
非
常
災
害
用
食
料
品
４
１
６
セ
ッ
ト
》

⇒

　
あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
登
録
団
体
10
か
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　
●
小
林
豊
子
東
日
本
株
式
会
社

盛
岡
店
　
様

１
０
，
０
０
０
円

　
●
公
益
社
団
法
人
全
日
本
不
動
産
協
会

秋
田
県
本
部
　
様

１
０
０
，
０
０
０
円

　
●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

マ
ッ
チ
ン
グ
ギ
フ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
秋
田
社
会
貢
献
推
進
会
議
　
様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

－

東
北
秋
田
支
店
　
様

・
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
エ

ム
イ
ー 

東
北
事
業
所 

秋
田
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
　
様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
サ
ー
ビ

ス 

営
業
推
進
部 

サ
ー
ビ
ス
支
援

部
門 

秋
田
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ 

様

・
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

－

南
関

東
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
リ
バ
リ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
部
　
東
北
エ
リ
ア
グ

ル
ー
プ
　
営
業
支
援
・
Ｓ
Ｏ
支
援

セ
ン
タ
（
秋
田
）
　
様

３
５
８
，
０
７
８
円

　
●
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
湯
沢
関
口
店

お
客
様
御
一
同
　
様

８
，
８
１
１
円

　
●
大
館
市
下
川
沿
地
区

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
様

１
０
，
０
０
０
円

　
県
民
の
皆
様
、
各
企
業
・
各
種
団
体

様
か
ら
の
社
会
福
祉
へ
の
ご
寄
附
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

東北バルブ株式会社 様

公益社団法人全日本不動産協会
秋田県本部　様

NTT 東日本マッチング
ギフトプログラム　様

東洋羽毛北部販売
株式会社 様

問
合
せ
先
　
総
務
企
画
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）８
６
４

－

２
７
１
１

善
意
の
募
集
に
つ
い
て

　
こ
の
度
、秋
田
県
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
第
３
期
募
集
に
申
請
し
、
令

和
４
年
３
月
18
日
に
パ
ー
ト
ナ
ー

登
録
さ
れ
ま
し
た
。２
０
３
０
年
に

向
け
て
、次
の
３
点
に
重
点
的
に
取

り
組
み
、本
県
の
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
民
間
組
織
と
し
て
機
能
を
発

揮
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2030年に向けた指標SDGs達成に向けた重点的な取組

生活困窮者支援の取組を推進
します

成年後見制度の利用促進を
支援します

環境に配慮しペーパーレス化に
努めます

子どもの貧困問題に取り組む支援団体等数
（2021年26団体 → 2030年40団体）

市町村社会福祉協議会における権利
擁護センターの設置数
（2021年５市町社協 → 2030年25市町村社協）

コピー用紙の年間使用枚数を前年度
より１％削減
（2021年104万枚 → 2030年 95万枚）

皆様の善意
【令和４年３月１日から５月18日まで】
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北
秋
田
市
は
景
観
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
地
域
で
あ
り
、
春
は
色
と
り
ど

り
の
高
山
植
物
が
咲
き
誇
る
森
吉
山
、

夏
の
祭
典
等
で
雄
姿
を
見
せ
る
世
界
一

の
大
き
さ
を
誇
る
綴
子
大
太
鼓
、
秋
は

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
車
窓
か
ら
見
え

る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
色
鮮
や
か
な
紅

葉
、
冬
は
森
吉
山
の
樹
氷
モ
ン
ス
タ
ー

と
四
季
折
々
の
表
情
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
当
園
は
１
０
８
名（
５
月
１
日
現
在
）

の
乳
幼
児
を
お
預
か
り
し
て
い
る
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
で
す
。「
キ
リ
ス

ト
教
の
精
神
に
よ
り
、
個
々
に
異
な
っ

た
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
す
る
」
こ
と

を
保
育
理
念
に
掲
げ
、
子
ど
も
た
ち
の

最
善
の
利
益
を
考
慮
し
つ
つ
教
育
・
保

リ
レ
ー

職

「
ど
う
捉
え
、
ど
う
活
か
す
？

　
　
　
　
　
　
　教
育
・
保
育
」

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　し
ゃ
ろ
ー
む

　
　
　
　総
主
任
　藤
嶋
　匡
祥

場
紹
介

リ
レ
ー

リリ
レ
ー

リ
レ
ー
レ
リ
レ
ー

リ
レ
ーー
No36

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
園
行
事
と
し
て
は
ク
リ
ス

マ
ス
礼
拝
・
祝
会
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
生
誕
を
祝
福
す
る

ク
リ
ス
マ
ス
を
保
護
者
の
方
々
と
と
も

に
喜
び
あ
え
る
よ
う
、
３
歳
以
上
児
に

よ
る
聖
誕
劇
が
北
秋
田
市
文
化
会
館
を

会
場
に
華
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
す
。３

歳
未
満
児
も
「
た
だ
そ
こ
に
居
る
だ
け

で
か
わ
い
ら

し
い
姿
」
が

存
分
に
発
揮

出
来
る
、
子

ど
も
主
体
の

環
境
と
は
？

と
い
う
視
点

を
大
切
に
構

成
さ
れ
る
環

境
は
、
保
育

教
諭
の
腕
の

見
せ
所
と

な
っ
て
い
ま

す
。

　
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
が
担
う

役
割
の
一
つ
に
、
地
域
連
携
が
掲
げ
ら

れ
ま
す
。地
域
の
子
育
て
支
援
拠
点
と

し
て
、在
園
児
の
み
な
ら
ず
、在
宅
児
の

育
児
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
地
域
と
の
連
携
事
業
と

し
て
、
近
隣
の
方
々
を「
畑
の
先
生
」と

し
て
講
師
に
招
き
、
休
耕
し
て
い
る
畑

を
蘇
ら
せ「
し
ゃ
ろ
ー
む
フ
ァ
ー
ム
」と

称
し
、
い
の
ち
の
食
農
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム（
食
育
活
動
の
一
環
）を
設
立
し

ま
し
た
。

　
大
地
の
豊
か
さ
か
ら
与
え
ら
れ
る
い

の
ち
が
、
私
た
ち
の
生
き
る
力
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
「
子
ど
も
た
ち
が

肌
で
感
じ
る
こ
と
」
か
ら
始
ま
る
と
考

え
て
い
ま
す
。土
に
触
れ
、土
の
に
お
い

を
感
じ
な
が
ら
農
薬
の
い
ら
な
い
、
命

い
っ
ぱ
い
の
作
物
を
じ
っ
く
り
楽
し
く

育
て
る
体
験
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
い

ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
園
庭
の
小
さ
な
畑
か

ら
考
え
る
と
、
何
倍
も
の
広
さ
の
畑
を

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
耕
し
、
ち
ょ
う
ど

今
、
育
て
る
野
菜
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。子
ど
も
た
ち
へ
の
遊
び
＝
学
び

効
果
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
も
楽
し
み

に
し
つ
つ
、
今
後
の
活
動
を
見
守
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
だ
っ
た
ら
職
種
の
持
つ
専
門

性
を
ど
う
捉
え
、ど
う
活
か
し
ま
す
か
？

株式会社 桜 竹
〒０１１－０９３６ 秋田市将軍野南４－１－１２
ＴＥＬ：０１８－８４６－４８８８  ＦＡＸ：０１８－８４７－１６６７

 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com
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　八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下

「
本
会
」と
い
う
。）で
は
、”
あ
っ
た
か
〜

い
ひ
と
声 

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り”

を
目
標
に
、町
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
指
し
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。そ
の
中
で
幅
広
い
世
代
が
交
流

し
、
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
取

組
を
紹
介
し
ま
す
。

―

◇―

◇―

◇―

◇―

◇―

◇―

◇―

　
八
郎
潟
町
で
は
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
進
み
、
本
会
の
事
業
へ
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の

数
も
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。ま

た
、
他
者
と
交
流
を
持
つ
機
会
が
少
な

い
単
身
高
齢
者
の
増
加
や
今
後
を
担
う

若
い
世
代
が
福
祉
に
つ
い
て
関
心
を
持

つ
た
め
の
機
会
が
少
な
い
な
ど
と
い
っ

た
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
幅
広
い
世
代
が
交
流

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
祉
に
つ
い
て

社
協
の
い
ま

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

秋
田
県
内
各
地
の
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
、
最
新
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
！

世
代
を
超
え
た
交
流
の

　 場
づ
く
り
を
目
指
し
て

知
っ
て
も
ら
う
場
を
作
っ
て
み
て
は
ど

う
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
本
会
の
事
業

へ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
町
か
ら
の
受
託
事

業
で
あ
る
男
性
を
中
心
と
し
た
「
男
の

料
理
教
室
」
参
加
者
な
ど
に
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
方
々
が
参
加
し
て
、
と
も

に
食
事
を
し
な
が
ら
交
流
す
る
場
と
し

て
平
成
27
年
度
か
ら
「
ぬ
く
も
り
交
流

会
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。交
流
会
の

食
事
メ
ニ
ュ
ー
は「
男
の
料
理
教
室
」の

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
講
師
の
方
と
一
緒

に
な
っ
て
考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
教
室
で
学
ん

だ
成
果
を
披
露
で
き
、
他
者
と
つ
な
が

り
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
場
に
若
い
世
代
も

参
加
す
る
こ
と
で
福
祉
教
育
の
き
っ
か

け
づ
く
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
た
と
こ
ろ
、
と
あ
る
き
っ
か
け

か
ら
金
足
農
業
高
校
に
お
声
が
け
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
は
金
足
農
業
高
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
も
加
わ
り
、
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
が
集
う
有
意
義
な
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。生
徒
さ
ん
は
会

場
の
準
備
や
料
理
教
室
参
加
者
と
一
緒

に
調
理
に
参
加
し
た
り
、
歌
や
ダ
ン
ス

を
披
露
し
た
り
と
、
交
流
会
の
中
心
的

な
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
こ
こ
２
年
間
は
交
流
会
の

開
催
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
う
し
た
中
で
も
何
か
の
つ
な
が

り
を
持
ち
た
い
と
の
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
は
交
流
会
に
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
八
郎
潟
町
婦
人
会
と
金
足
農
業
高

校
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し

て
、
日
本
赤
十
字
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
〝
ハ
ー
ト
ラ
ち
ゃ
ん
〞
の
マ
ス

コ
ッ
ト
を
作
り
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
コ
ッ
ト
作
り
に
は
金
足
農
業
高

校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
自
分
た
ち
で
栽
培

し
た
綿
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、婦
人
会

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
裁
縫
し
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。交
流
会
が
開
催
で
き
な
い

中
、人
を
想
う
心
で
つ
な
が
り
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
時
に
は
今

ま
で
以
上
に
絆
の
深
ま
る
交
流
と
な
る

よ
う
、
心
の
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い

活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続
き
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ぬくもり交流会

ハートラちゃんのマスコットを
作りました！

コ
ロ
ナ
禍
で
も
つ
な
が
り
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に
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